


























































































































症例1 第1子 1 乳腺炎
第2子 13
症例2 第1子 3 乳腺炎
第2子 18
症例3 第1子 4 分泌不足
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図2．兄弟問最終直接母乳時期の比較
2）最終直接母乳時期が特徴的に短縮した症例
　症例4は第1子の最終直接母乳時期が7ケ月であった
が，第2子では児の黄疸が強く医療者より母乳量を減ら
すように言われたことが心配で分泌量が減少し，1週間
で母乳栄養を終了していた．
　症例5は第1子で18ケ月まで母乳を継続していたが，
第2子では夫婦間のトラブルで6ケ月目に分泌量が極端
に減少し，母乳栄養が終了した例である．
　症例6は第1子は母乳育児を20ケ月継続したが，第2
子では第3子を妊娠し，最終直接母乳時期が8ケ月に短
縮した例である（表2）．
表2．最終直接母乳時期が短縮した症例
兄弟順位 終了月 終了理由
症例4 第1子 7
第2子 1（1週間） 黄疸
症例5 第1子 18
第2子 6 ストレス
症例6 第1子 20
第2子 8 妊娠
3．最終直接母乳時期の授乳方法と乳房トラブル
　直接母乳終了後の乳房トラブルは，乳腺炎・硬結・乳
房痛が16人（9．7％）にみられた．これを最終授乳方法
別にみると乳腺炎は頻回授乳で5人，硬結は1日1～2
回授乳で5人にみられた．分泌不足による頻回授乳は出
　第1子の母乳育児がうまくいかなかったとしても，第
2子に向けて母乳で育てたいという意識が高まっていれ
ば母乳育児に対する行動変化が見られ，また援助者側の
対応と母親の二一ズがマッチすることにより最終直接母
乳時期が特徴的に延長できることがわかった．第1子に
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最終直接母乳時期からみる母乳育児支援の検討
おいては，妊娠中からの母乳栄養に対する意識づけがい
かに重要であるかということが言える．また，最終直接
母乳時期が特徴的に短縮した原因は，母親の心理的な不
安が強く影響した例と次の子の妊娠であった．児の吸畷
により，神経伝達刺激が母親の脳に伝わり，さらに脳下
垂体へと至る．数秒後には泌乳ホルモンであるプロラク
チンが放出され，乳房の乳管にそって並んでいる細胞を
刺激して母乳を分泌させるが，この反射は非常に繊細で，
心理的な要因によって抑制されやすいことが知られてい
る8）．産後の母親の心理状態は母乳分泌に影響を及ぼす
ことを理解し，母親が孤立しないよう医療者側から家族
へ働きかけることや母乳育児をサポートする専門職によ
る育児支援グループの組織，ピアサポートとしての育児
サークルの支援などを行っていく必要がある．
　また，母乳育児を支援するための具体的な方法として，
妊娠中から母親とともにマンマプランを立案していくこ
とは有用であると考える．マンマプランとは産後の母乳
育児計画を立案し，妊娠中から母乳育児に向けて乳房ケ
ァを計画的に行うことである．それによって母乳育児に
対する意識づけも高くなり，第2子以降の母乳育児に対
する客観的データとして利用でき，評価に繋がりやすい
と考える．
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